
（令和３年１１月分） 

種  類 市況の概況 

（水産物部の動向） 

水 産 物 全 般 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鮮 魚 

 

 

 

 

 

 

 

 

冷 凍 魚 

 

 

 

 

 

 

加 工 水 産 物 

 

 

 

 

 

 １１月は，飲食店等への営業時間短縮要請が解除されたこと

により需要の回復が見られ，総入荷量は前年同月並みとなり，

総取扱金額は前年同月比で８％上回った。 

 １２月は，年末年始を控え水産物の需要が増える。本年は，

ぶり，はまち，ふぐ等の養殖魚は生産量が減少しており，単価

は前年を上回る見込みである。また，塩かずのこ，いくら，塩

かずのこの入荷量は前年を下回り，単価は上回る見込みであ

る。 

 

 

 鮮魚の入荷量は前年同月比で５％上回ったが，単価は，飲食

店等の営業自粛要請の解除による需要の増加が見られたことか

ら１１％上回った。 

品目別には，まだい（天然），さけの入荷量は前年同月を上

回ったが，単価は需要の増加が見られたことから上回った。よ

こわ，あまだいの入荷量は前年同月を下回り，単価は上回っ

た。 

 

 

 冷凍魚の入荷量は前年同月比で７％下回り，単価は１２％上

回った。 

品目別には，冷さけ，冷ずわいがにの入荷量は前年同月を下

回り，単価は上回った。冷えびの入荷量は前年同月を上回った

が，単価は，海外需要の増加により上回った。 

 

 

加工水産物の入荷量は前年同月比で９％下回り，単価は７％

上回った。 

品目別には，ゆでせこがに，いくらの入荷量は前年同月を下

回り，単価は上回った。ちりめんの入荷量は前年同月を上回

り，単価は下回った。 

 

 

 ※ 鮮魚には，貝類，淡水魚を含む。  



主要品目 市況の概要 

（鮮  魚） 

ま あ じ 

 

 

 

ま い わ し 

 

 

 

さ ば 

 

 

 

 

す る め い か 

 

 

 

 

太 物 

 

 

 

ぶ り 

 

 

 

 

さ わ ら 

 

 

長崎，和歌山で水揚げされたものが主体となる入荷で，入荷量

は前年同月比で２３％下回り，単価は１３％上回った。 

 

 

三重で水揚げされたものが主体となる入荷で，入荷量は前年

同月比で１１９％上回り，単価は１７％下回った。 

 

 

韓国，千葉，宮城で水揚げされたものが主体となる入荷で，

入荷量は前年同月比並みとなったが，単価は需要の増加から５

％上回った。 

 

 

宮城で水揚げされたものが主体となる入荷で，入荷量は前年

同月比で１８％下回ったが，単価は中小型物中心の入荷から

１９％下回った。 

 

 

総入荷量は前年同月比で４％上回ったが，単価高のくろまぐろ

の入荷が増加したことから，単価は１８％上回った。 

 

 

長崎，鹿児島で水揚げされたものが主体となる入荷で，入荷量

は前年同月比で２４％上回ったが，単価は需要の増加から１９

％上回った。 

 

 

鳥取，大阪で水揚げされたものが主体となる入荷で，入荷量は

前年同月比で１６％下回り，単価は２８％上回った。 

 

 

※ 太物：まぐろ，きはだ，めばち  



主要品目 市況の概要 

（冷凍魚） 

冷 さ ば 

 

 

 

冷 す る め い か 

 

 

 

（加工水産物） 

塩 さ け 

 

 

 

塩 か ず の こ 

 

 

入荷量は前年同月比で２８％下回ったが，単価は中小型物中心

の入荷であったことから前年同月並みとなった。 

 

 

入荷量は前年同月比で１３％上回ったが，単価は需要の増加

により５％上回った。 

 

  

 

入荷量は前年同月比で５％上回ったが，単価は需要の増加によ

り１２％上回った。 

 

 

入荷量は前年同月比で５％下回り，単価は４％上回った。 

 

 

 


